
はじめに

 　本書は、私がウェッブサイト上で続けている「小閑雑感」というブログの文

 章のうち、2006年３月から６月までのもの93篇をまとめたものである。同

 名の単行本シリーズの７巻目になる。前著『小閑雑感 Part 6』が83篇を収録

 していたのと比べると、10篇多い。ページ数も前著が292ページだったのに

 対し、本書は320ページある。その代わり、中に使われている絵の数が減っ

 て写真が増えた。文章主体の“読み物”がだんだん多くなってきたことを示し

 ているのだろう。しかし、数回に分けて書いた“シリーズ物”の数は逆に減っ

 ている。

 　そのシリーズ物について、概観しよう。３回続くものには「“ユダの裏切

 り”の理由」と「皇室制度の議論を深めよう」の２つがある。前者は、その直

 前に書いた「“ユダの福音書”の衝撃」という文章を受けたものだから、事実

 上は４回シリーズとして読むことができる。この“ユダの福音書”とは、エジ

 プト中部の砂漠で見つかったパピルス13枚の表裏に書かれた文書で、世界の

 専門家が詳しく分析した結果、紀元３～４世紀に書かれた“本物”と分かり、

 評判になった。そういう宗教的な古文書に書かれたことを、現代の人間がどの

 ように理解し判断するかということを、私はこのシリーズの中で考えている。

 ここでは、キリスト教の文脈の中でそれを行っているが、同じことはすべての

 宗教に当てはまるに違いない。これと関連して、本書にはキリスト教批判を含

 んだ映画『ダ・ヴィンチ・コード』の感想文(p.215)も収録されているが、私

 のこの映画への評価はあまりよくない。

　

 「皇室制度の議論を深めよう」という３回のシリーズは、その題が示す通りの

 ものであり、現在進行形の問題である。したがって、私が本書で書いているこ

 とが、本件についての生長の家の最終的な正式見解ということにはならない。

 しかし、日本の“伝統護持”を前面に掲げて「男系男子」の制度を推進する人

 々 とは異なる視点を、私はここで提示している。“伝統護持”派の人々があま

 り口にしないことの中で重要なことが２つある。１つは「伝統は変化してい

 る」ということであり、もう１つは「その変化の推進者は、天皇ご自身であ

 る」ということだ。この場合、“伝統護持”を強力に進めることは、天皇ご自

 身の御心に反した皇室制度を国民が“民意”として押しつけることにならない

 か。そうなった場合、その“伝統護持”とは、天皇のご意志を軽視した道鏡や

 江戸幕府の“悪い伝統”を護持することにならないか－－そういう問題に気づ

 いてほしいのである。

 　２回のシリーズ物には、「悪を放置するのか？」「人類は進化する？」「鳥

 インフルエンザは恐くない？」がある。最初の文章で扱っていることは、宗

 教・哲学的な問題だが、残りの２つは科学的な研究や検討の紹介である。「悪
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 を放置するのか？」は、生長の家の講習会で出された質問に対する回答を、ブ

 ログで補足して書いたものだ。これまでにも「実相の表現は簡単？」(Part 6, 

 p.43)とか「心で世界をつくる」(Part 5, p.229)などの題で、講習会での質

 問への答えを補足してきたが、この「善と悪」の問題に関心のある人は、それ

 より前の私の文章に遡って、2002年の『小閑雑感 Part 3』の中に収めた

 「釈迦と悪魔」(p. 125)「釈迦と行者」(p. 167)という対話形式のフィクシ

 ョンを読むことをお勧めする。本書での説明は理論的だが、対話形式の作品で

 は、２人の登場人物のコミカルな会話を通して具体的な事例の説明なども行わ

 れるから、理解を深めていただけると思う。

　

 　さて、この単行本シリーズでは巻末に「ジャンル別索引」を設けている。本

 書のそのページ(p. 310)を見てすぐ気がつくことは、「地球環境問題」に関

 する文章が42本とかなり多いことだ。ちなみに、本シリーズ既刊本中の該当

 文章は『Part 4』(2005年３～６月)が７本、『Part 5』(2005年７～10月)

 が19本、『Part 6』(2005年11月～2006年２月)が13本である。この多さ

 は、私の本件への関心度を示していることは疑いないが、それだけでなく、実

 際に本件に関するニュースがメディアなどで取り上げられる回数が増えてきて

 いるからだろう。別の言い方をすれば、この問題の深刻化が表れているのであ

 る。

 　地球環境問題に関して、本書がカバーする期間で目立っているのは「バイオ

 エタノール」の実用化や増産と、二酸化炭素の「排出権取引」に関することで

 ある。バイオエタノールは、植物から抽出した燃料であるため、その植物の成

 長過程で大気中の二酸化炭素を体内に吸収していると見なされ、それを燃やし

 ても新たな二酸化炭素は排出されない、と京都議定書でも認められている。こ

 の点が注目され現在、アメリカを初め世界各地でバイオエタノール等の植物性

 燃料の生産と利用が一気に拡大しているが、これが逆にトウモロコシやダイズ、

 砂糖類の値上がりを招いている。世界各地の耕地で、人間や家畜の食糧と自動

 車燃料とが互いに競合する関係が成立しているからだ。このことが、貧しい国

 々 では食糧問題に直結することは明らかだ。また、耕作地の不足から新たな森

 林伐採が行われる危険もある。

 　私がこの文章を書いている段階で、これらの問題は実際に形となって現れて

 きているのだが、本書を読むと、すでに2005年の初頭から、環境運動家のレ

 スター・ブラウン氏はこの問題に警鐘を鳴らして自著のキャンペーンをしてい

 ることが分かる。私が言いたいのは、洞察力のある、ブラウン氏のような影響

 力ある個人が事前に警告していても、世界の大きな動きの方向に影響を与える

 ことはなかなか難しいということである。やはり、政治や経済制度の変更をと

 もなうような社会的な“意識の変革”が、地球環境問題の解決には不可欠なこ

 とを感じる。が、その一方で、ブラウン氏が同じ著書で提案した「充電式ハイ
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 ブリッド車」は、すでにＧＭやトヨタの生産計画の中に組み込まれていること

 を見逃してはならない。

 　地球環境と人間社会との共存は可能であるが、現在の政治・経済制度の変革

 なくしては困難だろう。それができるのは、卓越した個人の精神や頭脳という

 よりは、我々のような普通の、数多くの人間の意識と行動の変革であり、その

 積み上げによる制度変革である。「人間は神の子である」という信仰と、粘り

 強い運動の継続によって開かれない扉はないと思う。本書を読んでくださるす

 べての方々とともに、その方向へ向って進んでいけることを念願するものであ

 る。

　

 2007年３月19日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口　雅宣　拝
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